
9 番 10 番 11 番
14 番 15 番

13:16　開会・挨拶
開催概要説明
会期1日、出席委員4名、欠席委員1名、委員外1名
議事1　令和6年第4回定例会等の運営について

資料により1から2について一括説明
1　提出予定案件について（11月26日現在）

（1）町長提出予定案件
予算7件、条例6件、工事請負契約3件、指定管理者指定6件、
総合計画変更1件、承認1件、同意1件、報告5件

（2）議員提出案件
条例改正1件
その他　４の「請願・陳情等の取り扱いについて」で協議

2　各議案の常任委員会付託などについて
（1）先議

専決処分の承認　1件（承認第4号）
（2）一括上程

令和6年度各会計補正予算　7件（議案第69号～第75号）
（3）委員会付託案件　

令和6年度各会計補正予算　7件（議案第69号～第75号）
（3）付託省略案件　

議案等　18件（議案第76号～第91号、承認第4号、同意第2号）
・総合計画の変更に係る資料はいつ頃提出される予定か。
・12月6日の全員協議会で説明したい旨の申し出があるのでその前には提出されると思
うが、資料が整った段階で提出してもらえるよう調整する。
・ふるさと交流館の源泉井の契約について最新情報があれば教えてほしい。
・設計が終了し、総務部で入札の手続きに入っている。そろそろ公募されていると思う。
・タイミング的にはもう入札されているのでは。
・簡易公募型指名競争入札の日程表では11月28日の入札予定となっているので、
まだ行われていないかと思う。
・産業建設常任委員会でなにか進展はあったか。
・予算要求時に町の登録業者で工事実施可能業者は1社との報告があったが、前回
の委員会で検索方法の不備があり、実際は10社程度あったことが報告された。
　このことについては、予算要求時の見積の話であり、入札には直接影響しないことから
了承して終えた。
　同時の委員会協議会で入札制度の仕組みや流れについて事務局も交えて全委員で

開会 13:16
閉会 16:51

小椋　哲也 出席 外山　浩司 出席 今西　和雄 出席
佐藤　 雄 出席 戸田　憲悦 欠席

委員外の出席 議長 西原　　浩 合計 1名
事務局職員 局長 干場　富夫 主幹 木幡　友哉 合計 2名

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
事務主幹 木幡

委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡

委員 10番 外山
副委員長 11番 今西
委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
副委員長 11番 今西

令和6年第12回議会運営委員会　要点記録

開閉会日時 令和6年11月26日（火曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室1

委員の出欠
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共有している。
・ふるさと交流館については、全議員の関心事なので、産業建設の調査内容を報告する
場があってもいいのではないか。
・町全体でというのであれば課題共有会議の開催方法も考えねばならないが、議員間
の話であれば要点記録等で内容確認ができる。
　それを確認の上でさらに詳細をということであれば別な場を設けるといった流れを整理し
ていく必要はある。
・国民健康保険税条例の改正について、金額等詳細情報は届いているか。
・まだ届いていない。
・他にあるか。
・特になし。
3　一般質問の取扱いについて

受理件数6件
・1件ずつ確認したい。
　田村議員の一般質問について、何かあるか。
・特になし。
・中村議員の一般質問について、何かあるか。
・前回田村議員が取り入れた(1)の①②といった設問方式を取っているが、問題ないか。
・前回は①で区切る、②で区切るといったやり方だったので特に違和感はなかった。同じ
進め方なら一問一答の範疇で大丈夫かと思う。
・1番の質問について、「甘い見通しで立てられた事業計画がなぜ庁内を」という表現が
あるか、計画を立てたのは事業者であって町ではないのではないか。
・バイオマスタウン構想を指している可能性がある。
　この件は、当時かなり積極的に進めていた事業でもあるので、いろいろと町も関係して
進めていたのは確か。
・会社の経営計画を指すのか、バイオマスタウン構想を指すのか、本人に確認する必要
があるが、議長にお願いできるか。
・承知した。
・他にあるか。
・特になし。
・伊勢議員の一般質問について、何かあるか。
・(4)が放牧酪農に限って話をしている理由は。
・私からも放牧に限る必要はないのではという話をしたが、本人の強い意向で限定するこ
とになった。
　本人の思いとしては、放牧酪農が低コストで始められるが今の研修牧場では研修のす
べがないこと、また、研修牧場や農協に直接入るのではなく、地域おこし協力隊として呼
び込むことにこだわりたいとのこと。
・実際地域おこし協力隊として酪農業の担い手を募集している自治体はあるのは事実。
　ただ、各制度との兼ね合いもあるので突っ込みすぎると「やれない」という回答になってし
まうので気を付けて進めたほうがいい。
・私から伝える。
・他にあるか。
・特になし。

委員 14番 佐藤

委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
議長 16番 西原

事務局主幹 木幡

議長 16番 西原

委員長 9番 小椋

議長 16番 西原
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 10番 外山
事務局主幹 木幡

議長 16番 西原

委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員 一同
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・髙橋議員の一般質問について、何かあるか。
・前文の文章中、介護福祉士の取得率の例示があるが、「介護職経験10年から20年
までの方の半数が取得」という表現が、10年未満と20年以上の方はそんなに取得して
いないと見えてしまう。
　また、介護福祉士が増えることで、介護を受ける側に得があるという部分の説明が弱い
気がする。
　このことは、私から本人に確認する。
・他にあるか。
・特になし。

14:23　休憩
14:30　再開

・宮越議員の一般質問について、何かあるか。
・1番の質問について、秋サケ、ホタテが混在している。また、「激減している」などといった
事実確認が必要な部分が多々ある。
　町の事業外のことについて町長の方針を聞こうとしているところがある。
・ホタテ稚貝は購入していくという流れで進んでいる中、急にホタテ種苗センターを建設し
てほしいという話が出てきており、やや飛躍してはいないか。
・自由意見
・修正点が多くなりそうだが、町への提出期限に間に合いそうか。
・本人からは、当会議の意見も踏まえて修正したいとの話があるが、作業時間は少ない。
・本人の質問の意向は残して、せめて事実誤認と思われる部分だけは修正するに留め
ることで、ある程度修正案を示して調整することでどうか。
・(1)は秋サケの資源量確保に対する町の取組に関すること、(2)はホタテ稚貝の安定
確保が難しくなっている中で、今後どういった取組を行うかについて、(3)は根室市のよう
な研究施設を作れないかということ、(4)は聞かないという流れで整理する。
・次に2番の質問で何かあるか。
・部活の地域以降に関するアンケートの記述があるが、正確には中学生と小・中学校教
員に対するものだったはず。
・であれば、中学生に絞ったほうがいい。
・一般質問検討会議に文化部についての意見があったので盛り込まれているが、逆に趣
旨がぶれてしまった。また、吹奏楽部が廃部になった話があるが、どの学校のことかわから
らない。
・吹奏楽部があった学校は上西春別と別海中央しかない。そのほかに過去存在して廃
部になったという記憶がない。
・2番については本人がどういったことを聞きたいか確認はする必要があるので、1番と併せ
て、本人、議長、私、主幹の4名で協議することにしたい。
・ほかに何かあるか。
・特になし。
・市川議員の一般質問について、何かあるか。
　子どもに特化した内容として一部語句修正。
・ほかに何かあるか。
・特になし。

15:25　休憩

委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋

事務局長 干場

委員 一同
委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡
議長 16番 西原

委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
議長 16番 西原

委員長 9番 小椋
議長 16番 西原

委員 10番 外山

委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
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15:28　再開

4　請願・陳情等の取り扱いについて
臓器移植に関わる不正な臓器取引、移植ツーリズム等を防止するための法整備等
を求める意見書協議
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書協議
地方議連からの意見書・決議4件

・臓器移植に関わる不正な臓器取引、移植ツーリズム等を防止するための法整備等を
求める意見書について
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
・安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書について
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
・地方議連からの意見書・決議4件について。
・1件目、オンラインを活用した接見交通の実現を求める意見書について。
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
・2件目、ロシア機による領空侵犯に関する意見書について。
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
・3件目、気候変動に対応した石炭の高度利用と産炭地域振興に関する意見書につ
いて。
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
・4件目、「予防のためのこどもの死亡検証（Child Death Revie）」に関する意見書
について。
・自由討議
・議員配付としていいか。
・異議なし。
資料により５についての内容説明

5　会期及び議事日程について
令和6年12月9日から13日までの5日間
1日目 議会運営委員会報告、会期決定の件、諸般の報告、

行政報告、提出案件の概要説明、先議案件議案説明・質疑、
討論・採決、各議案の説明・質疑

2日目 一般質問
3日目 休会（予算決算審査特別委員会、広報・広聴常任委員会）
4日目 休会（各常任委員会）

委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
事務局長 干場
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5日目 予算決算審査特別委員会付託事件審査結果報告

各議案討論・採決
議員提出議案説明・質疑、討論・採決

・各常任員会の開催時間について協議
・4日目午前から福祉医療常任委員会と産業建設常任委員会、同日午後から総務
文教常任委員会で決定してよろしいか。
・異議なし。

議事2　その他
1　第5回全員協議会について
2　第6回議員間討議について
3　次回議会運営委員会の開催について

第13回議会運営委員会
日時　　12月2日（月）10時30分から
場所　　委員会室1
議事　　第4回定例会についてほか

・質疑等あるか。
・なし。
・その他4以降の説明に入る前に10月3日に開催した「別海町議会基本条例の進行
管理について」に係る議員間討議が中断・持ち越しになっていることから、次の日程を
決めたい。12月6日の議員間討議の中で実施してはどうかと考えるがいかがか。
・この提案について異議あるか。
・異議なし。
・では、そのように予定する。
4　令和6年度12月補正予算要求書について
・質疑等あるか。
・札幌の研修会はどうなったか。
・その他6で説明予定だったが前倒しで説明する。
6　北海道町村議会議長会主催議員研修会に係るアンケート結果について
・予算は議員16名、事務局2名、1泊2日で要求しているが、アンケート結果を基に参
加方法が決定し次第、その内容で修正する予定。
　全員参加という意見がいくつかあるが、この件の発端が町バスがなくなったことにより、飛
行機で全員参加となると経費が掛かりすぎるというところにあるので、それは厳しいものと
考える。
・予算が高すぎるわりに研修内容がそこまで充実していないので、例えば次年度以降、
2委員会体制となることを見据えて、委員会単位で委員会研修と抱き合わせで実施す
ると効率がいいと考えるがどうか。予算としては、独自研修を見込んで8名、2泊3日。
　議会運営委員会で決定していい案件だと思うがどうか。
・異議なし。
・財政課ヒアリング時点で議員8名、事務局1名、2泊3日として修正する。
・予算関係で他にあるか。
・広報の研修旅費は経常しなくていいか。
・委員会メンバーが大きく変わらなければ毎年行く必要はないとして広報・広聴常任委
員会でもまとまっている。2年に1回程度、少なくとも4年に1回の参加でいいと思う。

委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
事務局長 干場

委員長 9番 小椋
委員 一同
主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
主幹 木幡
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
主幹 木幡

委員長 9番 小椋

委員 一同
事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋
議長 16番 西原
委員長 9番 小椋
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・財政課ヒアリングはいつ頃行われるか。
・定例会終了後を予定していると連絡が入っている。
・ほかに質疑等あるか。
・なし。
5　別海町議会の個人情報の保護に関する条例施行規程の一部を改正する規程に
ついて
・刑法改正に伴う文言修正のみ。
・質疑等あるか。
・なし。
7　議員定数等調査特別委員会調査進捗状況について
・議員定数等調査特別委員会において新体制の委員会構成が決定しつつある。
　このことから、スムーズに進められれば、3月の次期委員会委員の再編成に併せて新
体制を取り入れることができるのではないかとの議論もなされているところあり、そのために
は委員外の議員に対し、現時点における進捗状況を把握してもらい、例えば、12月6
日の議員間討議で、このことに対する意見を出してもらったうえでどうするか判断していく
流れとしたいと考えていることから、本件を議会運営委員会に諮っていただきたいとのこと。
　既に昨日の地域めぐり懇談会中に配付されたかもしれないが、「その他資料4」を基に、
タブレットを活用し、または、特別委員会委員から委員外議員に対し直接、事前の状
況把握を促した上で、12月6日の議員間討議で意見交換を行うことなどについて、協
議していただきたい。
・資料のとおり、所管を持つ委員会を2委員会に、広報・広聴を全員参加としてまとまり
つつある。
　大きな変更になるので、改選期に実施すると多大な混乱が予想されることから、可能
であれば次期委員委員の再編成時から変更したいという考えである。
　特別委員会に所属していない佐藤委員と外山委員はこの新体制案についてどう考え
るか。
・三つから二つということは業務が増えると思うが、どうなのか。
・人数も増えるが、業務も増える。委員長、副委員長の負担は増えると思うが、十分な
議論を行うためとしてこういった体制が望ましいとの結論に至った。
・だめだということではないが、働き方改革なんていう話もある中で、会議日数が増えるの
は負担になると思う。
　特別委員会に付託されていることなので進めてもらって構わないが、若い議員が納得し
て問題ないというのであれば、私はいい方法だと思う。
・特別委員会内にも若い順に3名入っているが、納得して中心的に議論をされている状
況にはある。
　ただ、実際にやってみなければどう負担が増えるかもわからないし、進める中で見直しも
必要。また、負担増になる部分は報酬にも反映させていく必要もあるとは考えている。
・2委員会制がいいと思う。負担は増えると思うが、ぜひとも進めてほしい。
　1点確認だが、広報・広聴に全員参加で、小委員会となると、広報部門と広聴部門の
活動量に差ができないか。
・そこが今回の肝であり、議会として広報・広聴活動が重要であるということから、今後は
広聴活動に注力するという内容になっている。
　なので、今の年1回の地域めぐり懇談会以外に活動する必要があるという前提で広聴

委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋
委員 一同
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 一同
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋

委員 14番 佐藤
委員長 9番 小椋

委員 14番 佐藤

委員長 9番 小椋

委員 10番 外山

委員長 9番 小椋



令和6年第12回議会運営委員会　要点記録
小委員会は活動することになる。
・ほかに質疑等あるか。
・なし。
・それでは、提案どおり進め、12月6日の議員間討議で全体の意見を確認することとし
て特別委員会委員長に話をする。
8　議会モニターの募集について
・現議会モニターの任期が今年度末で終了となることから、次期モニターの選出が必要
となる。
　モニターの募集は公募により、2月1日から2月末日までの期間募集するとされている
ので、次期モニターの募集方法について再確認願う。
・公募しても応募がない状況が想定されるので、ある程度議員からの声掛けも必要かも
しれない。
　また、活動実績のない方がいるので、無理に頼むのではなく、関心のある人を誘うという
ことを前提に進めなければならないと思う。
・正直、私がお願いしたモニターも出席率は低く、反省を含めてもっと積極的な方を探す
努力をしたい。
・LINEを活用するなど、報告もしやすいような工夫が必要かもしれない。また、モニター
同士の交流が取りやすいような体制作りも必要かもしれない。
　あと、やはり大前提として、やる気のある人に声をかけること。
・確認だが、議員各自が声掛けをする場合でも、公募期間における応募を行ってもらう
ことでいいか。ルール上、2月1日から1か月の間に応募してもらうことになる。
　なお、特例として、議長の判断による随時募集ということはできる。
・前倒しして募集開始する方向で進めたい。
・今期のモニターについて、現段階で一度も活動実績のない方がいる。報酬が出ている
関係上、モニター業務はこなしてもらう必要がある。
・活動できなかったモニターには報酬は払わないという規定を設けることはできないか。
・通常、必要があるから規定するので、必要だけどやらなくてもいい規定となると例規とし
て破綻してしまう恐れがある。
・もし稼働状況が分かって、自分が声掛けしたモニターだとなった場合は直接声掛けを行
い、アンケートを聴取する必要があるかもしれない。
　こちらが活動しにくい状況を作ってしまったという責任もある。稼働しにくかった理由の聞
き取りを行うことも意義あることかと思うので、それも踏まえて直接当たってみるということ
でどうか。
・異議なし。
・ほかに何かあるか。
・なし。

16:40　休憩
16:43　再開

・その他案件としては以上だが、その他のその他として何かあるか。
・私から1点、一般質問のYouTube配信が安定してきたので町公式LINEによる周知を
今回から行いたいと思うがどうか。チラシとYouTubeのアドレスを載せる。
・異議なし。
・ラインワークスの各委員会グループに議長を含める件について、日程共有ツールとしての
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令和6年第12回議会運営委員会　要点記録
活用という部分を重視して3常任委員会で話し合い、グループに加入してもらって構わな
いこととした。
・ほかに何かあるか。
・定例会初日に議長挨拶を行う。
　また、12月21日に防災訓練を行う。安否確認をラインワークスで行うので、スマート
フォンにラインワークスを入れられる方は入れておいてほしい。
・ほかになにかあるか。
・特になし。

閉会挨拶

委員長 9番 小椋
事務局長 干場

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋 16:51  　閉会


